







る」という原則が掲げられ，1953 年には連邦難民認定局（Bundesdienststelle für die Anerkennung 
ausländischer Flüchtlinge）が設置された。1965 年には連邦難民認定庁（Bundesamt für die 
Anerkennung ausländischer Flüchtlinge）へと格上げされ，2005 年の移民法（Zuwanderungsgesetz）
により連邦難民認定庁は連邦移民難民庁（Bundesamt für Migranten und Flüchtlinge，以下 BAMF）
となった。職員 40 名で始まった連邦難民認定局は，その後の難民増加に伴い職員の増員が行わ
れた。現在の BAMF は，国内の 48 か所に支部や難民受け入れセンターを持ち，フルタイム当量2）
7,300 の規模となっている3）。
　迫害を受けた難民以外にも，ドイツは 1955 年から 1968 年まで，外国人労働者，いわゆるガス
トアルバイター（Gastarbeiter）の受け入れを積極的に行ってきた。戦後の復興期の労働力不足を
補うため，1955 年にイタリアと協定を結んだのを皮切りに，1960 年にはスペインとギリシャ，
1961 年にはトルコと，1963 年にはモロッコ，1964 年にはポルトガルと，そして 1968 年にはユー

























指す。昔農（2014）によれば，1950 年から 1987 年には約 140 万人，1988 年から 1992 年には約











　2005 年の移民法制定および現在の移民政策の基礎となったのは，2001 年 7 月に，Unabhängige 
Kommission zur Vorbereitung eines neuen Zuwanderungsgesetzes（新移民法の準備に関する独立委員
会，通称 Kommission „Zuwanderung”）が出した報告書『Zuwanderung gestalten – Integration fördern 
（移民の受け入れを設計する－統合を支援する）』（本稿では以下「報告書」とする）である。こ
の委員会は 2000 年 9 月に，当時の連邦内務大臣オットー・シリー（Otto Schily）が設置した委
員会で，元連邦議会議長で教育学者のリタ・ジュースムート（Rita Süssmuth）が委員長を務めた。
323 ページにわたるこの報告書のまえがきでジュースムートは次のように述べている。
Deutschland ist faktisch ein Einwanderungsland.  Menschen sind gekommen und geblieben – andere 
sind in ihre Heimatländer zurückgekehrt oder weiter gewandert.  Zuwanderung ist zu einem zentralen 
öffentlichen Thema geworden.  Die Anerkennung der Realität ist an die Stelle von Tabus getreten. 
























Integration zählt zu den besonderen Herausforderungen des Miteinander.  Zu regeln sind nicht nur die 






Die Neuankömmlinge wollen akzeptiert und willkommen sein.  Wer nur geduldet ist, kann sich nicht 
wohlfühlen.  Sie wollen fast alle Arbeit und nicht Sozialhilfe, suchen eine gute Schul- und 
Berufsausbildung, wollen mit Deutschen leben ohne ihre Herkunft (Identität) aufzugeben.  Die 
Einheimischen erwarten, dass ihnen keine Nachteile durch Zuwanderung erwachsen, dass sie mit den 












Die Bereitschaft zum Erwerb deutscher Sprachkenntnisse sowie die Anerkennung des Grundgesetzes, 




市場への統合（Integration von Zuwanderern in den Arbeitsmarkt）」，「社会的・文化的統合（Soziale 
und kulturelle Integration）」，「ドイツにおける移民に対する認識（Wahrnehmung von Zuwanderung 




























































Das Erlernen der deutschen Sprache ist eine wichtige Voraussetzung für die Integration von 
Migranten.  Nur wer über ausreichende Deutschkenntnisse verfügt, kann berufliche, soziale und 






Gegenwärtig werden verschiedene Modelle diskutiert.  Sie gehen davon aus, dass die dauerhaft in 
unserem Land lebenden Zuwanderer die Chance bekommen müssen, gleichberechtigt am 
gesellschaftlichen und wirtschaftlichen Leben teilzunehmen.  Dabei besteht Übereinstimmung, dass 
hierfür rudimentäre Sprachkenntnisse nicht ausreichen, sondern deutsche Sprachekenntnisse in Wort 
und Schrift erforderlich sind.  Integrationsförderung darf sich aber nicht allein auf die Vermittlung 
von Sprachkenntnissen beschränken, sondern muss auch über die Grundzüge unserer politischen und 









る言語共通参照枠（CEFR）は，初学者レベルである A1 から，母語話者と同等レベルを示す C2
まで 6 段階のレベルを設定している。上記の記述で望まれているドイツ語のレベルをこれに照ら
し合わせると，ドイツ人と同じ権利を持ち社会生活を送るためには，A1 や A2 レベルでは不十
分であり，B1 から B2 レベル程度のドイツ語力が必要とされていることが読み取れる。CEFR で
は B1 および B2 レベルのドイツ語が次のように規定されている10）。
B1 – Fortgeschrittene Sprachverwendung
Kann die Hauptpunkte verstehen, wenn klare Standardsprache verwendet wird und wenn es um 
vertraute Dinge aus Arbeit, Schule, Freizeit usw. geht.  Kann die meisten Situationen bewältigen, 
denen man auf Reisen im Sprachgebiet begegnet.  Kann sich einfach und zusammenhängend über 
vertraute Themen und persönliche Interessengebiete äußern.  Kann über Erfahrungen und Ereignisse 
berichten, Träume, Hoffnungen und Ziele beschreiben und zu Plänen und Ansichten kurze 
Begründungen oder Erklärunge geben.






B2 – Selbständige Sprachverwendung
Kann die Hauptinhalte komplexer Texte zu konkreten und abstrakten Themen verstehen; versteht im 
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eigenen Spezialgebiet auch Fachdiskussionen.  Kann sich so spontan und fließend verständigen, dass 
ein normales Gespräch mit Muttersprachlern ohne größere Anstrengung auf beiden Seiten gut möglich 
ist.  Kann sich zu einem breiten Themenspektrum klar und detailliert ausdrücken, einen Standpunkt zu 
einer aktuellen Frage erläutern und die Vor- und Nachteile verschiedener Möglichkeiten angeben.


















　2001 年に報告書が出されて以降さらに議論が重ねられ，2005 年 1 月 1 日に移民法（Zuwande-
rungsgesetz）が施行された。この移民法の規定に基づき，統合コースが開始された。統合コース
は「ドイツ語の授業」とドイツの法制度や社会生活について学ぶための「Orientierungskurs（オ
リエンテーションコース）」の 2 つから成る。開始時当初の統合コースは，600 授業時間（1 授
業時間は45分）のドイツ語コースと30授業時間のオリエンテーションコースで構成されていた。





　2006 年 7 月に BAMF のワーキンググループが出した報告書『Integrationskurse – Erste Erfah-
rungen und Erkenntnisse einer Teilnehmerbefragung（統合コース－最初の経験と参加者アンケートの
考察）』によれば，2005 年の統合コースの参加者数は 115,158 名で，開講されたコース数は 8,196
であった。参加者の内訳は，24,651 名（約 21％）が新しくドイツに来た移民，68,696 名（約






　また，同じく 2006 年 7 月には，内務省が移民法に対する評価報告書を作成した。そして同年
12 月には，民間の調査機関であるランボール・マネージメント社が内務省の委託を受け，統合
コースの評価報告書を作成した。この 2 つの評価報告書のいずれもが，ドイツ語コースに関して，





　CEFR の各レベルの修了目安時間は，例えばゲーテ・インスティトゥートでは表 1 のように設
定されている12）。
　この目安によれば，ドイツ語を学んだことのない学習者が A1 レベルから始めて B1 レベルを
修了するために必要な授業時間数は 420 時間から 480 時間，B2 レベルを修了するためには，660
時間から 740 時間が必要となる。統合プログラムのドイツ語授業時間数は 600 授業時間であるの











の教育制度に当てはめると，中学卒業程度の者が 3 割，小学校に通った経験しかない者が 2 割近




（1 時間＝ 45 分）
C2 250 時間以上
C1 120 – 140 時間
B2 240 – 260 時間
B1 180 – 200 時間
A2 120 – 140 時間







　統合コースの実施に関する詳細は，Verordnung über die Durchführung von Integrationskursen für 
Ausländer und Spätaussiedler（外国人および後期帰還移住者に対する統合コースの実施に関する法
令，通称 Integrationskursverordnung 統合コース法）によって定められている。この法令は 2005
年に発布されて以降，2007 年，2012 年そして 2017 年に改正されている。2005 年の法令では，
統合コースは 600 授業時間のドイツ語コースと 100 授業時間のオリエンテーションコースから成
ると規定されていた。それが，2007 年の改正では，オリエンテーションコースの時間数が 100
授業時間から 45 授業時間へと削減された。ところが 2012 年にはオリエンテーションコースは
65 授業時間とされ，2017 年の改正では，オリエンテーションコースが再び 100 授業時間となっ
た（表 2）。
　ドイツ語コースは，統合コース法により Basiskurs（基礎コース）と Aufbaukurs（発展コース）




BAMF の発表では 2018 年 11 月の時点で，8,027 か所で統合コースが開講されている13）。代表的
な実施機関の 1 つが，Volkshochschule（市民大学）である。市民大学は全国に 899校14）があり，
生涯教育の拠点となっている。例えば，ベルリン市のフリードリヒスハイン＝クロイツベルク地
区（Friedrichshain-Kreuzberg）の市民大学では，2019 年の 1 月に表 315）が示すようなドイツ語コー
表２：統合コース法の改正による授業時間数の変遷
2005 年 2007 年 2012 年 2017 年
ドイツ語コース 600 UE 600 UE 600 UE 600 UE
オリエンテーションコース 100 UE 45 UE 60 UE 100 UE
合計 700 UE 645 UE 660 UE 700 UE
1 UE (Unterrichtseinheit/ 授業時間) = 45 分
Integrationskurs 
統合コース 
Sprachkurs 言語コース Orientierungskurs 



















　表 3 に示したように，1 つの段階（＝ 1 つのモジュール，100 授業時間）の授業回数は 20 回も



























































































2018 年 12 月開講のコースは週 3 回（全 25 回）
の夜間コース。
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　2005 年の開始時に統合コースの受講者数は 111,158 名であった。2017 年には 376,000 人に受講
資格が与えられた。そして 2005年の開講コース数は 8,196であったが，2017年には 189,000となっ
ている。新移民法準備委員会が行った統合コースへの提言はその大部分が実現されたが，急激な
移民の増加により，新たな問題も生じている。
　その 1 つは教員確保と教師の待遇をめぐる問題である。BAMF による 2018 年 4 月の









1 授業時間（45 分）あたり 20 ユーロ（約 2,600 円）であったが，複数回の見直しが行われて現
在は 35 ユーロ（約 4,550 円）と決められている。教師は基本的に「非常勤講師」であり，社会
保険費は自己負担となる。「外国語としてのドイツ語」に関するインターネット・フォーラム 
„Forum Deutsch als Fremdsprache17）“ への 2013 年 12 月の投稿によれば，当時の時給は 1 授業時間
30 ユーロ（約 3,900 円）であったが，この時給で 1 週間あたり 25 授業時間，年間 45 週間にわた





仕事への対価が支払われることはない。2015 年 10 月 12 日付のフランクフルター・アルゲマイ
ネ紙（Frankfurter Allgemeine）の電子版18）も，統合コースの教師の手取り月収は，最も多い場合
で 2,800 ユーロ（約 364,000 円）で，これは学校教諭の給与の 6 割から 7 割程度の収入でしかなく，
それゆえに辞めざるをえない統合コースの教師がいることを伝えている。
　また，授業そのものについても教師は苦労している。ドイツ内務省が管轄の「連邦政治教育セ
ンター（Bundeszentrale für die politische Bildung）」のオンラインマガジン „fluter“ には，2015 年
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12 月 15 日付で次のような現場の声が紹介されている19）。言葉のままならない外国で移民として
存在することが受講者に大きなストレスを与えることは想像に難くないが，その影響は教師にも
及ぶのである。
... Jeden Tag ist man mit neuen Fragen oder Problemen konfrontiert.  Auf die Nachfrage „Warum 
warst du gestern nicht im Unterricht?“ bekommt man mitunter Antworten wie „Mein Mann wurde in 
der Flüchtlingsunterkunft verprügelt.“ In solchen Situationen ist es schwer, einfach mit der 




　また，2016 年 2 月 12 日付の „Zeit online“ の記事20）は，オリエンテーションコースにおいて，「女
性の役割」をテーマとした授業の議論を紹介した上で，異なる文化背景を持つ移民にドイツの価
値観を教えることの困難さを教師の発言と共に伝えている。
“Man muss sich von dem Wunsch verabschieden, dass die Leute nach dem Kurs geläutert und 100 
Prozent auf unsere Werte geeicht sind”, sagt Claudia Berten.  Die große Herausforderung komme erst 







年 9 月 18 日付の南ドイツ新聞（Süddeutsche Zeitung）の電子版では，BAMF が 2016 年に統合コー
スを受講した移民は約 340,000 人で，うち 133,050 人が修了したと取材に答えたことを報じた。
同記事には，多くの移民は受講登録をするが授業には参加しておらず，病気や妊娠，転居などの
理由から受講を中断するケースも多いという専門家の分析も掲載している21）。また，BAMF の発
表した統計では，2017 年に統一コースの参加者で B1 レベルに到達したのは全体の 48.7%であり，































4）„Man hat Arbeitskräfte gerufen, und es kamen Menschen.“ は Max Frisch（1911-1991）が，Alexander 
J. Seiler（1928-）監督のドキュメンタリー映画『Siamo italiani – Die Italiener. Gespräche mit 





6）„Zuwanderung gestalten – Integration fördern“ 257 ページを参照。
7）„Zuwanderung gestalten – Integration fördern“ 261 ページを参照。
8）後期帰還移住者とは，1993 年 1 月 1 日以降にドイツへ戻ってきた旧ドイツ東方領土や旧ソ連
へのドイツ人移住者およびその末裔（Aussiedler）を指す。
9）この報告書が出された 2001 年 4 月の時点では，外国人法（Ausländergesetz）が存在していた。
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The Basic Concepts and Reality of the Integration Course for  
Migrants and Refugees in Germany
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　　 This article presents the basic concepts and reality of the integration course for migrants and refugees 
in Germany.
　　 In Germany, the Immigration Act came into force in 2005.  The law was drafted based on the report by 
the Independent Commission on Migration.  In this 323-page report, “Zuwanderung gestelten – Integration 
födern”, various facts pertaining to immigration, potential problems to be solved, and basic concepts of 
living together are presented.  On this basis, the Commission has made various recommendations.
　　 The Commission considers that the German language is the key to integration and has examined the 
integration programs of other countries, especially the Netherlands and Sweden.  Based on the Dutch and 
Swedish models, the Commission came up with the basic concepts for the integration program in Germany.
　　 Most of the Commission’s concepts and recommendations have been realized.  In 2017, approximately 
189,000 courses were offered.  However, the rapidly increasing number of immigrants and asylum seekers 
is also causing problems.  Japan is preparing to allow migrants in the near future, and will certainly face the 
same problems as Germany.  The German approach and experiences may give Japan suggestions as to 
possible solutions.
